
相
　
談

年
金
無
料
相
談
窓
口

と�

き　
11
月
12
日（
土
）９
時
30

分
～
16
時

※
予
約
が
優
先
で
す
。

と
こ
ろ　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
（
☎
４
１–

７
４
２
１
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
検
査
・
相
談

　
当
日
に
検
査
結
果
が
分
か
る

迅
速
検
査
を
無
料
実
施
し
ま
す
。

相
談・検
査
は
匿
名
で
で
き
ま
す
。

と�

き　
11
月
８
日（
火
）９
時
～

15
時
30
分

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
広
島
県
福
山
庁
舎

問�

い
合
わ
せ
先　
広
島
県
東
部

保
健
所
福
山
支
所
保
健
課（
☎

０
８
４–

９
２
１–

１
４
１
３
）

長
期
療
養
児
療
育
相
談

と�

き　
11
月
９
日（
水
）13
時
～

15
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
広
島
県
福
山
庁
舎

問�

い
合
わ
せ
先

　
‌�

広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支

所
保
健
課
（
☎
０
８
４–

９

２
１–
１
４
１
７
）

11
月
の
生
活
相
談　

相
談
無
料

◎
一
般
相
談

と�

き　
11
月
２
日（
水
）・
９
日

（
水
）・16
日（
水
）・30
日（
水
）

13
時
～
16
時

※
電
話
、フ
ァ
ク
ス
（
FAX
４
７–‌

１
０
５
５
）で
も
相
談
で
き
ま
す
。

◎
司
法
書
士
相
談

と�

き　
11
月
２
日（
水
）13
時
～

暮らしの情報Information

16
時

※
受
け
付
け
は
、
13
時
～
15
時

◎
弁
護
士
相
談

と�

き　
11
月
16
日（
水
）13
時
～

16
時

※
受
け
付
け
は
、
当
日
９
時
～

13
時
。
直
接
ま
た
は
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
リ
・
フ
レ

定
員　
７
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
府
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
４
７–

１
２
９
４
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
医
師
や
専
門
の
相
談
員
な
ど

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
府
中
市
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

※
前
日
の
12
時
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。

と�
き　
11
月
10
日（
木
）13
時
30

分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
リ
・
フ
レ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

‌�

健
康
推
進
課
（
リ
・
フ
レ
内

・
☎
４
７–

１
３
１
０
）

◎
不
眠
相
談

と�

き　
11
月
22
日（
火
）13
時
～

15
時

※
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
リ
・
フ
レ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

‌�

広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支

所
保
健
課
（
☎
０
８
４–

９

２
１–

１
３
１
１
）

身
体
障
害
者
福
祉
相
談

と�

き　
11
月
７
日（
月
）13
時
～

16
時

と
こ
ろ　
リ
・
フ
レ

問�

い
合
わ
せ
先　
府
中
市
身
体

障
害
者
相
談
員
協
議
会
・
橘

髙
（
☎
４
３–

６
３
２
０
）

応援！

Vol.43

イラストレーター

スヤマミヅホ

の
つぶやき

スヤマミヅホ

まずい今年もあ
と少し！歌でも
うたってごまか
そう

　
秋
と
い
え
ば
、
紅
葉
の

季
節
で
す
ね
。
表
紙
に
は
、

府
中
八
幡
も
み
じ
の
森
の

写
真
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
三
郎
の

滝
、
矢
野
温
泉
公
園
四
季

の
里
も
み
じ
谷
園
な
ど
、

市
内
各
地
で
紅
葉
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
時
期
に
し
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
美
し
い
風
景

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　
「
愚
者
は
経
験
に
学
び
、

賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
」
と

い
う
格
言
が
あ
り
ま
す
。

先
人
た
ち
が
経
験
し
た
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
、
前
例
が
あ
る
と

安
心
し
ま
す
ね
。
し
か
し

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
急

速
に
変
化
し
て
お
り
歴
史

に
学
ぶ
だ
け
で
は
足
り
な

い
か
も
。
個
人
的
に
は
経

験
こ
そ
が
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
。
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